
鍵_鷲
美しい色・プリントに注目

○
℃
、
ｚ

☆
大
人
の
た
め
の
デ
ィ
ス
コ

ポ
ー
ト
ピ
ア
に
出
現
ノ

ポ
ー
ト
ピ
ア
ホ
テ
ル
南
館
増

設
に
伴
い
、
チ
ャ
ペ
ル
・
屋
外

プ
ー
ル
な
ど
の
施
設
が
登
場
す

る
が
、
そ
の
中
で
ひ
と
き
わ

注
目
を
集
め
て
い
る
の
が
、
ア

ダ
ル
ト
デ
ィ
ス
コ
〃
キ
ー
ノ
ー

ツ
〃
・プ

ロ
デ
ュ
ー
ス
は
世
界
の
デ

鍵

イ
ス
コ
を
手
が
け
て
き
た
ロ
ン

ド
ン
の
ジ
ュ
リ
ア
ナ
ス
。
日
本

へ
は
初
上
陸
だ
け
に
、
そ
の
最

先
端
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
と
本
場
の

Ｄ
Ｊ
が
誘
う
世
界
は
今
ま
で
の

デ
ィ
ス
コ
と
は
一
味
違
う
は

ず
。
あ
な
た
も
洗
練
さ
れ
た
社

交
ス
ペ
ー
ス
へ
ど
う
ぞ
。

ＳＰＥＣＩＡＬＭＥＳＳＡＧＥ

神戸百店会だより

大人のためのディスコ

抄

ぜひ一度お試しを

Ｉ繍鱗 ☆
コ
ー
ト
ダ
ジ
ュ
ー
ル
の
風
が

年
齢
や
タ
イ
プ
を
問
わ
ず
受

け
入
れ
ら
れ
る
美
し
い
プ
リ
ン

ト
、
流
れ
る
よ
う
な
ラ
イ
ン
が

特
徴
の
シ
ャ
コ
ッ
ク
。
「
遊
び

の
あ
る
オ
シ
ャ
レ
を
い
ろ
ん
な

人
に
楽
し
ん
で
も
ら
い
た
い
」

と
チ
ー
フ
デ
ザ
イ
ナ
ー
の
柴
崎

さ
ん
。
大
胆
な
が
ら
も
洗
練
さ

れ
た
シ
ャ
コ
ッ
ク
の
色
使
い
は

プ
リ
ン
ト
の
苦
手
な
日
本
人
に

も
、
ぜ
ひ
挑
戦
し
て
も
ら
い

た
い
ア
イ
テ
ム
ば
か
り
。
あ
な

た
も
「
ベ
ニ
ヤ
・
Ｃ
Ｈ
Ａ
Ｃ
Ｏ

Ｋ
」
で
春
を
先
取
り
ノ
．

■
セ
ン
タ
ー
街
南
・
三
宮
本
通

衝
３
３
２
１
４
８
５
８
第
３
水
休

季
節
ご
と
に
記
種
類
の
小
菓
子

が
衣
が
え
す
る
今
ま
で
に
な
い

風
流
な
和
菓
子
。
源
氏
物
語
を

イ
メ
ー
ジ
し
た
日
本
の
美
し
い

四
季
が
描
き
出
さ
れ
、
ど
れ
に

し
よ
う
か
と
思
わ
ず
迷
っ
て
し

ま
う
ほ
ど
。

相
手
の
驚
く
顔
を
想
像
し
な

が
ら
プ
レ
ゼ
ン
ト
す
る
の
も
お

し
ゃ
れ
だ
し
、
ホ
ー
ム
パ
ー
テ

イ
の
テ
ー
ブ
ル
に
も
ぴ
っ
た
り

と
い
え
る
。

加
年
の
伝
統
を
も
つ
菊
水
の

匠
の
技
が
生
か
さ
れ
た
ひ
と
つ

ひ
と
つ
に
あ
な
た
だ
け
の
源
氏

物
語
を
描
い
て
み
ま
せ
ん
か
。

回
販
売
は
菊
水
総
本
店
楠
公
社
正
門
前
の

本
店
の
み
。
「
四
季
須
磨
明
石
」
｜
箱

￥
３
２
０
０
。

鴬

｢ 四季須磨明石』

題
に
も
事
欠
か
な
い
と
グ
ル
ー

プ
の
集
い
に
も
評
判
。
後
藤
さ

ん
は
「
材
料
、
時
間
、
コ
ス
ト
も

か
か
り
ま
す
が
、
地
道
に
ラ
イ

フ
ワ
ー
ク
と
し
て
続
け
た
い
」

と
の
こ
と
。
お
昼
の
女
性
漢
方

宴
席
コ
ー
ス
（
五
、
○
○
○
円
）

が
特
に
お
す
す
め
（
要
予
約
）
。

園
詳
細
・
問
合
せ
は
ニ
ュ
ー
ポ
ー
ト
ホ
テ

ル
○
七
八
（
二
三
一
）
四
一
七
一

１
１３８
１

ｚ
ｍ
室
②

☆
日
本
の
四
季
の
彩
り
を
和
菓

子
に
こ
め
て
作
り
ま
し
た

蓋
を
あ
け
る
と
、
春
の
道
、

鴬
宿
梅
、
山
吹
、
つ
く
し
ん
坊
、

エ
、
諺
Ｆ
『
エ
ペ

☆
「
医
食
同
源
」

漢
方
料
理
で
健
康
に

神
戸
の
ニ
ュ
ー
ポ
ー
ト
ホ
テ

ル
の
漢
方
を
使
っ
た
料
理
「
満

膳
」
が
、
美
味
し
く
て
、
そ
の
上

健
康
に
よ
い
と
い
う
の
で
グ
ル

メ
達
の
問
で
静
か
な
ブ
ー
ム
と

な
っ
て
い
る
。

中
華
料
理
長
の
後
藤
亮
さ
ん

に
よ
る
と
、
元
来
中
華
料
理
に

用
い
ら
れ
る
香
辛
料
は
漢
方
薬

と
し
て
の
働
き
を
す
る
も
の
が

多
い
と
い
う
こ
と
で
何
げ
な
く

使
っ
て
き
た
調
味
料
を
積
極
的

に
使
い
、
美
容
や
健
康
に
よ
い

料
理
を
提
供
し
よ
う
と
い
う
も

の
。
食
事
を
楽
し
み
な
が
ら
話

わ
ら
び
…
春
の
香
り
が
漂
っ
て

き
そ
う
。
菊
水
か
ら
新
発
売
の

〃
四
季
須
磨
明
石
″
は
一
年
五
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☆コンパニオンは笑顔が勝負
小畑淳子さんくＵｃｃコーヒー博物館館員＞
昨年の開館以来５カ月、ようやく館内

の案内･ 説明などの応対にも慣れてきた
という小畑さん。現在６名いるコンパニ
オンの最年少だが仕事熱心で「もっと全
国からいろいろな方に来て頂いて、コー
ヒーのことを知ってもらいたいですね」
と模範回答。でも制服のことに話を向け
ると「みんなから格好いいと言われるん
ですよ」と人なつこい笑顔が返ってきた。

磯鍵，

P E O P L E ＜6 4 ＞

愛
の
ア
ラ
ン
フ
ニ
ス
な
ど
ポ
ピ
ュ

ラ
ー
な
シ
ャ
ン
ソ
ン
か
ら
ス
タ
ン

ダ
ー
ド
な
名
曲
ま
で
、
伸
び
や
か

な
歌
唱
力
で
歌
い
あ
げ
る
堀
郁
子

の
ス
テ
ー
ジ
を
是
非
お
見
逃
し
な

く
／３

月
釦
日
（
水
）
ム
ジ
カ
フ
ェ

ス
テ
ィ
パ
日
本
特
別
公
淡
四
噸
”

Ｉ
￥
２
，
５
０
０
（
前
売
￥
２
，

０
０
０
）

北
欧
最
高
峰
の
マ
ン
ド
リ
ン
バ

ロ
ッ
ク
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
、
ム
ジ
カ

フ
ェ
ス
テ
ィ
パ
の
初
来
日
。
ス
ウ

ェ
ー
デ
ン
で
の
年
間
釦
回
以
上
の

演
奏
の
他
、
テ
レ
ビ
、
ラ
ジ
オ
出

演
及
び
録
音
、
ま
た
ド
イ
ツ
、
ベ

ル
ギ
ー
や
ス
ペ
イ
ン
、
フ
ラ
ン
ス

を
初
め
と
す
る
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
ツ
ァ

ー
も
毎
回
精
力
的
に
こ
な
し
て
い

る
。
珠
玉
の
バ
ロ
ッ
ク
音
楽
を
お

楽
し
み
に
。１

１３９
１

蕊

⑬ポートピアホテルより
テレホンカードを
アーパンシテイスタイルの南

館にオープンしたアダルトディ
スコ「キーノーツー1 ．今回は" キ
ーノーツ, ’オリジナルテレホン
カードを先着5 0 名様にプレゼン
ト。
なお、３月末日迄にテレホン

カード持参の方は２名様のカパ
ーチャージが無料に。

爵

慰

"V::鞘鱗蕊蕊秤

‐~ ~ ' 再■碇幸＝唱逼牟一

J（

且

『
○
コ
○
ｍ

⑨
ポ
ー
ト
ピ
ア
ホ
テ
ル
か
ら
サ
ロ

ン
・
ド
・
ポ
ー
ト
ピ
ア
公
開
購
座

の
お
し
ら
せ
。

第
８
回
誹
師
・
ジ
ェ
ー
ム
ス

三
木
テ
ー
マ
・
ド
ラ
マ
と
人
間

Ｐ
Ｍ
１
》
釦
ｌ
南
館
一
階
大
輪

田
の
間
入
場
料
￥
２
，
５
０
０

Ｎ
Ｈ
Ｋ
ド
ラ
ニ
独
眼
竜
政
宗
」

の
脚
本
家
と
し
て
す
っ
か
り
有
名

に
な
っ
た
ジ
ニ
ー
ム
ス
三
木
。
俳

優
、
歌
手
を
経
て
シ
ナ
リ
オ
ラ
イ

タ
ー
に
な
っ
た
と
い
う
ユ
ニ
ー
ク

な
経
歴
か
ら
に
じ
み
出
る
人
間
性

が
魅
力
で
す
。

●
田
崎
ホ
ー
ル
、
３
月
の
コ
ン
サ

ー
ト
か
ら
。
３
月
お
日
采
）
堀

郁
子
シ
ャ
ン
ソ
ン
リ
サ
イ
タ
ル
昭

亜
釦
ｌ
￥
５
，
０
０
０
（
全
席
自

一
由
譲
誇
刊
窯
榊
人
生
、

噴? ; 鐘

: 悪譲蕊

③菊水総本店より
「四季須磨明石」を
一箱の中に3 6 個の旬の味がつ
まっている賛沢なお菓子“四季
須磨明石，，を３名様にプレゼン
トいたします。大事な方への剛
りものや､ ちょっとユニークに、
ティーパーティの席に並べても
きっと話題の中心に。国応募先
神戸市中央区多聞通３－３－１５
菊水総本店・神戸っ子係迄

▼
応
募
方
法
、
葉
書
に
住
所
、
氏
名
、
電
話
番
号
、
希

望
す
る
商
品
名
を
明
記
の
上
、
神
戸
市
中
央
区
東
町

ｍ
ｌ
ｌ
大
神
ピ
ル
９
Ｆ
「
月
刊
神
戸
っ
子
」
神
戸
百

店
会
プ
レ
ゼ
ン
ト
係
ま
で
ご
応
募
下
さ
い
。
３
月
末

日
消
印
ま
で
有
効
で
す
。
当
選
者
に
は
神
戸
っ
子
か

ら
当
選
葉
書
を
発
送
、
葉
書
を
持
っ
て
神
戸
っ
子
ま

で
、
プ
レ
ゼ
ン
ト
を
受
け
取
り
に
お
出
か
け
下
さ
い
。

○
○
三
○
ｍ
宛
『

☆
日
本
の
メ
ロ
デ
ィ
に
酔
う

「
あ
の
時
、
こ
の
歌
」
と

題
さ
れ
た
安
田
祥
子
。
由
紀

さ
お
り
姉
妹
の
コ
ン
サ
ー
ト

が
ゴ
ー
フ
ル
ポ
ー
ト
ピ
ア
蹄

に
て
１
月
皿
日
行
わ
れ
た
。

赤
い
く
つ
、
お
ぼ
ろ
月
夜

里
の
秋
、
か
ら
た
ち
の
花
等

々
、
昔
懐
か
し
い
メ
ロ
デ
ィ

が
次
々
と
流
れ
る
ス
テ
ー
ジ

に
集
ま
っ
た
観
客
も
ひ
と
と

き
童
心
に
帰
っ
て
い
た
。

「
ク
ラ
シ
ッ
ク
、
ポ
ピ
ュ

ラ
ー
と
道
は
違
っ
て
も
原
点

は
母
の
背
中
で
幼
い
頃
聞
い

た
童
謡
で
し
た
。
そ
の
歌
々

が
暮
ら
し
の
中
か
ら
だ
ん
だ

ん
遠
ざ
か
っ
て
い
く
今
日
、

私
達
は
童
謡
を
見
直
す
意
味

か
ら
も
こ
の
コ
ン
サ
ー
ト
を

続
け
て
い
き
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
」
と
語
り
、
歌
う
二

人
に
暖
か
い
拍
手
が
送
ら
れ

て
い
た
。

悌繊写⑪
彫衛生鑑や罰

P R E S E N T
〔ＯＲＮＥＲ

弓司

蕊
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テニスでいい汗
い喰湯にとっぷり
味に集う

自然の恵みを
湯けむりに伝える

☆
湯
け
む
り
漂
う

有
馬
の
露
地
ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ

神
戸
に
限
ら
ず
、
最
近
は
都
市
部
に

お
け
る
高
層
住
宅
の
建
設
が
進
ん
で
い

る
。
神
戸
の
場
合
で
も
、
ポ
ー
ト
ア
イ

ラ
ン
ド
は
、
海
上
都
市
と
し
て
誕
生
後

す
で
に
七
年
。
さ
ら
に
Ｊ
Ｒ
住
吉
駅
南

に
第
二
の
人
工
島
、
六
甲
ア
イ
ラ
ン
ド

の
建
設
が
急
ピ
ッ
チ
で
進
ん
で
い
る
。

い
ず
れ
も
高
層
の
住
宅
棟
が
立
ち
並
ぶ

い
わ
ば
創
世
紀
の
未
来
都
市
。

新
し
い
町
は
、
確
か
に
空
間
と
し
て

は
魅
力
十
分
、
大
い
な
る
可
能
性
が
感

じ
ら
れ
る
。
と
こ
ろ
が
実
際
に
住
ん
で

み
る
と
、
何
か
足
ら
な
い
と
気
づ
く
人

が
多
い
。
「
そ
れ
は
ね
、
赤
提
灯
だ
よ
」

と
い
う
声
。
確
か
に
そ
う
だ
と
思
う
。

〃
赤
提
灯
″
つ
ま
り
〃
露
地
〃
が
な
い

と
い
う
こ
と
。
若
年
眉
は
そ
う
で
も
な

い
か
も
分
ら
な
い
が
、
一
定
の
年
齢
以

上
に
な
る
と
、
こ
の
〃
露
地
〃
の
も
つ

心

何
と
も
温
か
さ
と
親
し
み
の
あ
る
独
特

の
味
に
棄
て
難
い
も
の
を
覚
え
る
様
に

な
っ
て
来
る
。

そ
の
点
、
有
馬
は
実
に
有
難
い
と
こ

ろ
だ
。
確
か
に
ホ
テ
ル
。
旅
館
に
は
高

層
建
築
が
多
い
が
、
一
歩
町
中
に
入
る

と
、
そ
こ
に
は
懐
か
し
い
露
地
が
あ

る
。
昔
の
町
の
匂
い
が
残
っ
て
い
る
。

旅
館
総
合
案
内
所
の
向
か
い
側
か
ら
の

上
り
坂
。
こ
こ
は
最
も
有
馬
温
泉
ら
し

い
雰
囲
気
の
あ
る
露
地
で
あ
る
。

上
り
出
す
と
す
ぐ
右
手
に
神
戸
市
立

有
馬
温
泉
会
館
が
あ
る
。
両
側
に
は
、

か
つ
て
は
長
期
逗
留
者
の
た
め
の
旅
館

だ
っ
た
酒
屋
諺
ギ
ャ
ラ
リ
ー
、
ぷ
－
ん

と
芳
ば
し
い
香
り
が
あ
た
り
に
漂
う
松

茸
昆
布
屋
、
有
馬
温
泉
名
物
の
有
馬
人

形
筆
、
有
馬
龍
の
店
、
は
ら
み
の
梅

（
未
開
紅
）
で
有
名
な
林
渓
寺
な
ど
、

歩
い
て
み
な
け
れ
ば
分
ら
な
い
有
馬
の

名
所
名
店
が
多
く
並
ん
で
い
る
。

ま
た
ギ
ャ
ラ
リ
ー
を
右
手
に
入
る
と

御
所
泉
源
。
寒
い
季
節
、
昇
る
湯
け
む

り
に
温
泉
情
緒
が
満
喫
で
き
る
。

無
論
、
今
紹
介
し
た
の
は
、
有
馬
温

泉
の
〃
露
地
″
の
一
端
で
あ
る
。
最
近

は
路
上
ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ
が
流
行
っ
て
い

る
。
有
馬
温
泉
の
〃
露
地
ウ
ォ
ッ
チ
ン

グ
〃
。
そ
れ
は
、
ま
た
と
な
い
〃
宝
さ

が
し
〃
で
も
あ
る
。

古象風
TEL(078)904-0731

欽山は典雅な

|熟
TEL(078)904-0701㈹

TEL(078)903-1p２４

*透りの徽醗殉飴満
ＴＥＬ(078)9町4－０５５１

結婚式場を完備しています

鰻伝統と鵜式を誇‘
為燕
1劃陽間
景勝高台の近代旅館
ＴＥＬ(078)904-0501㈹

噺３侭繊 140

守

政府登録国際観光旅館

騨鰯繍謹
湯の街
有馬歳時記
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上図の太いラインが文中の､ 露地．（原図は、神鉄観光事業部発行の伊藤太一画「有馬温泉ぶらり散歩」から使用しました）

敷地内から湧きでる
日本最古の温泉" 有馬温泉”

阪急ホテルチェーン

萄馬W 一二g - w h - ホテル
ＴＥＬ(078)904-2295㈹

●
澄泉と演芸と遊技増

有馬' ヘルズセン亨一
，ＴＥＬ( 0 7 8 ) 9 0 4 - 2 2 9 1

雅ただようくつろぎの館

‘準･鍵霊織
ＴＥＬ(078)904-0781

会議ｾ ﾐ 矛から御家族づ椎で
街勇グランドホテル

ＴＥＬ(078)904-0181

有厩の歴史を題り観ける｢ いで溺の宿」

銀 水荘
別館楽山
ＴＥＬ(078)904-0622

別館 火薬
TEL(078)904-3656

静寂さにつつまれた
くつろぎの宿
国際観光旅館

陵楓閣
ＴＥＬ(078)904-O６７５
ＴＥＬＥＸ５６２７－１１５
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そ
れ
は

昼
間
の
町
か
ら
は

思
い
も
つ
か
な
い
ほ
ど
で

●新れんさいリレー漫画一③ウ

猫 じゃらし
－ネコの町ラッキー植松

Ｉ

猫
が
多
い
こ
と
に

気
が
つ
く
。

深
夜
に

町
を
歩
い
て
み
る
と
、

守

142
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雲雲雲
二一＝

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m



〃 あ
あ
、

そ
れ
は
ね

あ
あ
、

そ
れ
は
ね

呈一＝

あ
の
う
、

ち
ょ
っ
と

・
お
う
か
が
い

し
ま
す
が
、

可

〃

司

わ
け

●

な
ん
で
す
よ
。

こ
う
い
うｗ

師 霧 ?QｕｇＥ

一

‘

逗歪〕

独
Ｌｄ

廷廃其＝
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灘綴

薗
舎
＊

モ
ニ
ー
管
弦
楽
団

一
九
○
一
年
、
創
立
公
演
を

行
っ
た
国
立
ワ
ル
シ
ャ
ワ
・
フ

第
二
次
大
戦
中
、
一
時
活
動
は

休
止
さ
れ
て
い
た
が
、
五
五
年

に
は
ホ
ー
ル
も
再
建
、
こ
の
間

簿
謹

蕊
撫
撫

じ
み
深
い
存
在
と
な
っ
て
い

る
。
七
七
年
以
降
、
新
進
気
鋭

音
楽
監
督
、
兼
首
席
指
揮
者
に

就
任
、
今
回
の
公
演
で
は
、
ビ
ア

迎
え
ワ
ー
グ
ナ
ー
「
ワ
ル
キ
ュ

ー
レ
の
騎
行
」
シ
ョ
パ
ン
「
ピ

ア
ノ
協
奏
曲
第
一
番
」
ム
ソ
ル

グ
ス
キ
ー
「
展
覧
会
の
絵
」
を

予
定
。

車

Ｓ
４
５
０
０
ｍ
岬
Ａ
４
０
０
０
国
脚
Ｂ
３

５
０
０
円

私
年
に
初
来
日
以
来
、
釦
年

も
の
問
世
界
中
の
フ
ァ
ン
に
親

し
ま
れ
、
今
回
の
来
日
で
皿
度

目
を
迎
え
た
。
お
馴
み
の
「
ム

☆
第
禍
回
絵
本
原
画
展

３
月
５
日
（
土
）
１
４
月
、
日
（
日
）
、

時
１
町
時
（
水
曜
休
館
）
西
宮
市
大
谷
記

念
美
術
館
一
般
７
０
０
円
高
大
生
５

０
０
円
小
中
生
３
０
０
円

〃
夢
と
メ
ル
ヘ
ン
の
世
界
″

と
し
て
好
評
の
う
ち
に
回
を
重

ね
て
き
た
本
展
も
娼
回
目
。
印

刷
技
術
の
向
上
と
と
も
に
著
し

い
進
展
を
み
せ
る
絵
本
の
世
界

か
ら
、
今
回
は
赤
羽
末
吉
、
梅

「
イ
ン
・
ザ
・
ム
ー
ン
」
「
茶
色

の
小
瓶
」
を
は
じ
め
、
ミ
ラ
ー

サ
ウ
ン
ド
の
素
晴
し
さ
が
味
わ

え
る
。

ょ
う
こ
、
川
端
誠
ら
記
名
の
作

家
と
そ
の
多
彩
な
作
品
約
知
点

ご
鳶

灘
を
展
観
。
ま
た
、
特
別
陳
列

「
宮
沢
賢
治
の
世
界
」
で
は
童

話
絵
本
の
中
か
ら
選
ん
だ
鋼
作

品
に
も
と
づ
く
、
肥
作
家
の
絵

本
原
画
約
剛
点
を
構
成
、
詩
情

あ
ふ
れ
る
賢
治
の
世
界
を
紹
介

す
る
。

☆
ホ
ッ
ク
ニ
ー
の
ポ
ス
タ
ー

３
月
４
日
（
金
）
’
３
月
型
日
（
月
）
つ

か
し
ん
ホ
ー
ル
一
般
・
大
学
生
５
０
０
円

中
高
生
３
０
０
円

ポ
ッ
プ
・
ア
ー
ト
の
ス
ー
パ

ー
ス
タ
ー
、
デ
イ
ウ
ィ
ッ
ド
・

ホ
ッ
ク
ニ
ー
は
、
絵
画
の
み
な

ら
ず
、
版
画
、
カ
メ
ラ
ワ
ー
ク

舞
台
美
術
デ
ザ
イ
ン
に
と
次
々

と
新
し
い
世
界
を
切
り
開
き
世

灘蟻舜

了
し
続
け
て
い
る
。
本
展
は
ポ

ス
タ
ー
を
中
心
に
皿
余
点
で
構

成
、
イ
ギ
リ
ス
本
国
Ｂ
Ａ
Ｇ
Ｏ

Ｔ
Ｔ
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
よ
り
借
り

受
け
一
挙
に
公
開
す
る
も
の
。

５
，
６
、
旭
、
畑
、
岨
、
即
、

即
日
に
は
超
時
と
妬
時
の
２

回
、
映
画
「
デ
ィ
ヴ
ィ
ッ
ド
・

ホ
ッ
ク
ニ
ー
の
ダ
イ
ア
リ
ー
」

が
上
映
さ
れ
る
。

勘

亀
：

ザ

指揮・ディッ
ク・ケルハート
ｌセイ｜
デレトン
ーナ ･ ラ

伊藤亘
「度十公園林」
もお作田
きり、俊

霞

畠
☆
恋
愛
論

別
日
零
①
妬
日
（
土
）
鵡
時
半
哩
時

栗
原
小
巻
主
演
、
ア
リ
ョ
ー

シ
ン
作
「
恋
愛
論
」
は
、
ロ
シ

ア
の
ク
リ
ミ
ヤ
半
島
が
舞
台
、

美
し
い
女
性
、
リ
ュ
ー
バ
が
老

若
の
弁
護
士
と
知
り
合
う
所
か

ら
始
ま
る
。
老
練
弁
護
士
の
二

》
》
》
》
》
》
》
一
帯
部
》
》

人
は
愛
し
合
う
が
、
離
婚
を
決

意
し
た
リ
ュ
ー
バ
の
た
め
に
、

若
い
弁
護
士
イ
ー
ゴ
リ
が
出
向

く
事
に
な
る
。
と
こ
ろ
が
一
言

ラ
ー
エ
ヴ
イ
ッ
チ
と
取
り
違
え

目
の
前
に
現
わ
れ
た
イ
ー
ゴ
リ

を
リ
ュ
ー
バ
は
愛
し
て
し
ま
う

…
…
。
愛
の
対
象
を
と
り
違
え

な
が
ら
も
人
を
愛
そ
う
と
す

る
、
感
動
と
重
厚
の
ド
ラ
マ
を

栗
原
小
巻
、
鈴
木
瑞
穂
、
池
田

勝
ら
が
熱
演
す
る
。

一
一
》
一
一
一
一
〈
映
画

☆
台
湾
映
画
祭

台
湾
の
若
い
監
督
た
ち
に
よ

る
ニ
ュ
ー
シ
ネ
マ
特
集
が
４
月

９
日
ま
で
神
戸
市
立
博
物
館
地

１
１４４
１

灘
ホックニーの
ポスタ－，７９

をアの界
魅ンフ中
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別
日
傘
企
狙
時
神
戸
国
際
会
議
場
晦
日
（
火
）
皿
時
鵡
時
半
シ
ー
ガ

メ
イ
ン
ホ
ー
ル
９
９
０
円
ル
ホ
ー
ル
８
０
０
円

☆
エ
ル
・
タ
ン
ゴ
マ
リ
ア
ー
ノ
・
モ
☆
市
民
映
画
劇
場
「
田
舎
の
日
隅
日
」

Ｉ
レ
ス
楽
団
リ
サ
イ
タ
ル
Ⅳ
日
（
木
）
超
日
（
金
）
塑
時
半
四

哩
日
（
土
）
躯
時
半
神
戸
国
際
会
館
日
（
土
）
皿
時
泌
時
躯
分
岨
時
半

一
般
４
５
０
０
円
民
音
会
員
３
６
０
シ
ー
ガ
ル
ホ
１
ル
ー
股
１
０
０
０
円

会
員
８
０
０
円

★
シ
ェ
レ
ナ
チ
ャ
ペ
ル
コ
ン
サ
ー
ト
★
ビ
ー
ト
ル
ズ
復
活
祭
フ
イ
ル
ム
コ
ン

北
欧
か
ら
名
手
た
ち
サ
ー
ト

４
月
２
日
（
土
）
狙
時
幅
分
シ
ェ
レ
瓢
日
（
木
）
ｎ
時
シ
ー
ガ
ル
ホ
ー
ル

ナ
チ
ャ
ペ
ル
無
料
１
６
０
０
円

★
ズ
ー
ビ
ン
・
メ
ー
タ
指
揮

鰯
護
郷
ハ
装
餓
頁
嘉

弦
楽
団
演
奏
会

ク
ホ
ー
ル
Ｓ
１
３
０
０
０
円
Ａ
１
☆
上
方
伝
統
芸
能
の
宴
「
美
観
賞
味
」

０
０
０
０
円
Ｂ
９
０
０
０
円
Ｃ
７
桂
米
朝
・
竹
本
織
太
夫
・
中
村
一
扇
雀
・

☆
親
と
子
供
の
た
め
の
名
曲
の
数
々
婚
雨
鐸
準
拙
蝦
時
。
コ
ー
フ
ル
ポ
ー
ト

到
相
吟
味
）
哩
輪
０
庇
即
カ
ィ
ッ
ク
ミ
ピ
ア
配
１
５
０
０
０
円
（
食
事
付
）

一
脚
〈
畷
．
忽
。
”

萩
睦
皿
》
都
窪
麺
認
鍔
将
」
誌
幅
帰
読
唾
捧
読
懇
フ
ェ
展

緒
雌
）
鵠
０
聴
半
シ
ー
ガ
☆
県
民
ギ
ャ
ラ
リ
１
２
／
”
１
４
／
、

★
シ
ー
ガ
ル
名
画
劇
場
唖
雌
“
礎
催
醒
翼
美
岬
鐸
郡
、
１
３
／
９

「
若
大
将
対
青
大
将
」

３
／
ｕ
、
ｆ
３
／
妬

下
講
堂
で
上
映
開
催
中
。

３
月
５
日
「
悲
し
い
愛
」
同

旭
日
「
あ
る
日
の
騒
動
」
同
四

日
「
嫁
ぐ
日
」
同
”
日
「
夫
殺

し
」
４
月
２
日
「
風
植
か
ら
来

た
人
」
同
９
日
「
老
兵
の
春
」

同
羽
日
「
さ
よ
な
ら
再
見
」
い

ず
れ
も
午
後
２
時
開
演
、
入
場

料
各
回
５
０
０
円
（
前
売
券
４

０
０
円
）
博
物
館
入
館
料
込
み
。

★
ベ
ビ
ー
シ
ッ
タ
ー
ア
ド
ベ
ン

チ
ャ
ー

３
月
中
旬
か
ら
ア
サ
ヒ
シ
ネ
マ
に
て
ロ
ー

ド
シ
ョ
ー
一
般
１
５
０
０
円
大
高
生

旨

☆
劇
団
マ
ス
カ
レ
ー
ド
第
７
回
公
演

「
ト
ー
マ
の
心
臓
」

四
日
（
土
）
犯
時
ピ
ッ
コ
ロ
シ
ア
タ

ー
一
般
１
５
０
０
円
高
校
生
１
２

０
０
口
腔

★
ピ
ッ
コ
ロ
演
劇
学
校
卒
業
公
演

一
・
ス
テ
ー
ジ
・
ド
ア
」
「
十
二
夜
」
哩

日
（
土
）
血
時
半
週
日
（
日
）
埠
時

ピ
ッ
コ
ロ
シ
ア
タ
ー
１
３
０
０
円

☆
デ
フ
・
パ
ペ
ッ
ト
シ
ア
タ
ー
・
ひ
と

み
の
人
形
劇
「
曽
根
崎
心
中
」

瓢
日
（
月
）
過
時
滋
神
戸
生
協
生
活

文
化
セ
ン
タ
ー
１
８
０
０
円

★
神
戸
職
演
連
公
演

「
走
れ
／
お
れ
た
ち
の
明
日
へ
」

ｕ
日
（
金
）
塑
時
半
浬
日
や
舌
必

時
県
民
小
劇
場
大
人
１
３
０
０
円

高
校
生
１
０
０
０
円
中
学
生
以
下
８

０
０
画
】璽

青
※

☆
田
中
次
郎
チ
ェ
ロ
リ
サ
イ
タ
ル

、
日
（
土
）
犯
時
半
市
立
生
田
文
化

会
館
１
５
０
０
円
（
飲
物
付
）

☆
中
野
慶
理
ピ
ア
ノ
リ
サ
イ
タ
ル

益
：

ツ
タ
ー
を
引
き
受
け
る
は
め
に

な
っ
た
。
と
こ
ろ
が
３
人
の
子

供
た
ち
は
、
と
ん
で
も
な
い
ワ

－
３
０
０
円
中
学
１
２
０
０
円

「
ベ
ス
ト
。
キ
ッ
ド
」
で
鮮

烈
な
ス
ク
リ
ー
ン
デ
ビ
ュ
ー
を

飾
っ
た
新
人
、
エ
リ
ザ
ベ
ス
・
シ

ュ
ー
の
主
演
第
一
弾
。
シ
カ
ゴ

郊
外
に
住
む
女
子
高
校
生
ク
リ

蕊蕊蕊泰舞蕊鯉灘難鎌蔑＃
島愁ヨ堂子茂子口術術周パ磁展良雄雄美花予普ア創工
か個ｉギ展展個Ｉ協会年ル工樹洋洋術描子道ｌ展芸
き展ルヤ展ド会会記市芸・画画画展作展卜美
あ版ラ・画選員念民逸井展展廊品ギ術
る画リア廊抜の展ギ品上展ャ作

ｼ 記”展’”諾シ展潔溌吾ｼ 展瀦””シ諺滞
1 ９１２５２７１３２８ア２５１８近４世リ２４１７野９３２５１８４１２５１８会
ＩｌＩｌｌＩベ１１志ｌ紀Ｉｉ々ｌＩＩＩｉｌｌ展
３３３４３３ツ３３個３７３３内３３３３３４３
／／／／／／ト／／展／人／／宏／／／／／／／
2 ５１８１１７２４１０の３０２３１６展２９２２１５８２７２２１４６２３

１
１４５
１

・
ピ
コ
。
拘
束
下
に
置
か
れ
な

が
ら
も
暖
か
な
心
を
失
わ
ぬ
彼

は
全
世
界
か
ら
尊
敬
さ
れ
て
い

た
。

クリス＆３人の
子供たち

ピかたふス
ｌらことは
シベとし、

ル
ガ
キ
、
あ
げ
く
の
果
て
に
は

ギ
ャ
ン
グ
団
か
ら
追
わ
れ
る
身

の
上
に
…
・
・
・
。

★
こ
の
チ
ケ
ッ
ト
を
５
名
様
に
プ
レ
ゼ
ン

ト
。
希
望
者
は
葉
書
に
住
所
氏
名
を
記
入

の
上
、
神
戸
っ
子
「
ベ
ピ
！
…
：
」
係

★
遠
い
夜
明
け

３
月
５
日
よ
り
朝
日
会
館
に
て
ロ
ー
ド

シ
ョ
ー
一
般
１
５
０
０
円
大
高
生
１

３
０
０
円
中
学
生
１
２
０
０
円

舞
台
は
南
ア
フ
リ
カ
共
和

国
。
人
種
隔
離
の
ア
パ
ル
ト
ヘ

イ
ト
政
策
の
渦
中
に
身
を
投
じ

た
、
黒
人
運
動
家
ス
テ
イ
ー
ブ

宗
そ
の

犀
呼
彼
の
前

華
聴
に
、
地

熱
元
新
聞

社
の
編
集
長
ド
ナ
ル
ド
・
ウ
ッ

ズ
が
現
れ
る
が
…
。
主
演
は
ケ

ビ
ン
・
ク
ラ
イ
ン
が
扮
し
て
い

る
他
、
デ
ン
ゼ
ル
。
ワ
シ
ン
ト

ン
、
ベ
ネ
ロ
ー
プ
・
ウ
イ
ル
ト

ン
ら
。
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も
そ
も
と
ひ
ら
き
な
お
る
ま

で
も
な
く
動
く
写
真
の
〃
活
動
写
真
″
が
日
本
に
来
た
の
が
明
治

一
一
十
九
年
の
一
八
九
六
年
。
神
戸
の
神
港
倶
楽
部
で
の
上
映
が
日

本
最
初
と
い
う
よ
う
な
こ
と
は
今
さ
ら
じ
ゃ
ら
じ
ゃ
ら
と
申
す
ま

で
も
あ
り
ま
す
ま
い
。

と
こ
ろ
で
あ
ち
ら
は
と
い
う
と
活
動
写
真
の
始
ま
り
は
日
本
に

最
初
に
来
た
と
き
同
様
の
ノ
ゾ
キ
メ
ガ
ネ
。
ひ

と
り
が
レ
ン
ズ
で
箱
の
中
を
覗
く
や
チ
ラ
チ
ラ

カ
タ
カ
タ
と
写
真
が
動
く
お
ど
ろ
く
べ
き
発

明
。
こ
れ
に
キ
モ
を
ひ
や
し
こ
れ
を
見
る
た
め

ざ
生
う
れ
つ
か
い

そ
の
箱
の
ま
え
に
行
列
』
え
ん
え
ん
。
一
回
い
く

ら
と
っ
た
か
両
親
か
ら
聞
き
そ
び
れ
た
が
今
の

相
場
で
一
○
○
○
円
く
ら
い
の
よ
う
で
も
あ
っ

た
と
思
う
の
は
〃
ヘ
ー
ッ
、
そ
ん
な
に
と
っ
た

フ
ラ
ン
ス
、
イ
タ
リ
ヤ
、
あ
ら
ゆ
る
国
々
で
発

展
は
ん
じ
よ
う
。
さ
て
そ
の
最
初
の
〃
動
く
写

真
″
が
い
よ
い
よ
ア
メ
リ
カ
は
カ
レ
ム
、
バ
イ

ソ
ン
、
エ
ジ
ソ
ン
…
…
な
ど
と
活
動
写
真
製
造

会
社
か
ら
製
造
さ
れ
る
や
、
そ
の
同
じ
こ
ろ
フ

ラ
ン
ス
、
イ
タ
リ
ア
、
イ
ギ
リ
ス
そ
れ
に
デ
ン

マ
ー
ク
な
ど
と
こ
れ
ま
た
活
動
写
真
は
各
国
で

そ
の
製
造
が
競
わ
れ
た
。

×
い
な
る
弱
点
を
掴
ん
で
い
た
が
ゆ

え
で
も
あ
っ
た
。

さ
て
こ
れ
が
ア
メ
リ
カ
は
エ
ジ
ソ
ン
の
発
明
と
い
う
呼
び
か
け

で
こ
の
ノ
ゾ
キ
め
が
ね
が
市
中
に
出
た
わ
出
た
わ
、
ま
さ
に
今
の

パ
チ
ン
コ
屋
の
き
さ
き
競
っ
て
の
賑
わ
い
と
ま
さ
に
同
じ
く
、
こ

れ
が
ア
メ
リ
カ
、
フ
ラ
ン
ス
、
イ
タ
リ
ヤ
、
あ
ら
ゆ
る
国
々
で
諾

｢ 楽しきひとときのあとには入浴」
（1898．仏）

１
１４６
１
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イタリア映画「カピリア」（1 9 1 4 ） ｢ 月世界旅行」（1 9 0 2 ．仏）
ジョルジュ・メリエス製作

と
い
う
と
こ
ろ
で
一
九
八
八
年
と
い
う
こ
の

こ
ん
に
ち
の
現
代
に
い
た
り
イ
ギ
リ
ス
製
作
の

ビ
デ
オ
「
驚
異
の
映
画
創
世
史
」
な
る
モ
ノ
が

日
本
に
も
輸
入
さ
れ
今
を
さ
る
九
十
年
ま
え
と

い
う
が
ご
と
き
動
く
フ
ィ
ル
ム
そ
の
映
画
の
元

祖
の
さ
ま
ざ
ま
を
全
三
巻
の
ビ
デ
オ
で
見
せ
る

と
い
う
ウ
ラ
シ
マ
・
タ
ロ
ウ
の
タ
マ
テ
バ
コ
が

到
来
し
た
。
一
巻
が
約
一
時
間
半
以
上
の
た
ん

倉
よ
う
い

ま
り
べ
っ
た
り
の
驚
異
。
イ
ギ
リ
ス
が
か
か
る

フ
ィ
ル
ム
を
毎
週
テ
レ
ビ
放
映
し
て
い
た
と

は
、
さ
す
が
に
レ
ベ
ル
が
高
い
と
感
激
の
口
惜

し
さ
。

×

さ
て
こ
れ
か
ら
が
本
題
な
の
に
も
祷
り
紙
数
の

げ
ん
か
い

限
界
。
動
く
最
初
が
あ
あ
な
ん
と
〃
ポ
ル
ノ
〃
。

「
新
婚
の
第
一
夜
」
あ
る
い
は
「
接
吻
」
。
当
時

婦
人
協
会
が
覗
け
ば
気
絶
も
の
。
さ
ら
に
ト
リ

ッ
ク
。
首
が
ふ
く
れ
て
部
屋
中
が
首
と
な
る

〃
ク
ピ
オ
バ
ケ
″
ま
た
は
こ
れ
は
有
名
す
ぎ
る

『
メ
リ
ー
・
ポ
ピ
ン
ス
」
早
く
も
一
九
○
六
年

と
い
う
こ
ろ
に
製
作
（
イ
ギ
リ
ス
）
。
空
飛
ぶ

せ
ん
と
う

メ
リ
ー
が
尖
塔
に
ひ
っ
か
か
っ
て
い
る
の
を
空

飛
ぶ
ボ
ー
ト
で
救
い
に
く
る
と
い
う
ト
リ
ッ
ク

映
画
。
そ
う
か
と
思
う
と
こ
れ
ま
た
映
画
史
第

一
頁
を
飾
る
フ
ラ
ン
ス
の
メ
リ
エ
ス
の
「
月
世

界
旅
行
」
（
一
九
○
二
）
か
く
て
「
フ
ラ
ン
ケ

ン
シ
ュ
タ
イ
ン
の
怪
物
」
（
一
九
一
○
）
「
ダ
ン

テ
の
地
獄
瀞
」
（
一
九
○
九
）
こ
の
カ
ッ
コ
内

の
製
作
年
度
を
ご
ろ
う
じ
ろ
。
と
く
に
こ
の

「
ダ
ン
テ
の
地
獄
篇
」
は
の
ち
に
ア
メ
リ
カ
の

フ
ォ
ッ
ク
ス
が
サ
イ
レ
ン
ト
時
代
に
製
作
大
ヒ

ッ
ト
の
注
目
作
。
今
回
の
ビ
デ
オ
に
お
さ
め
ら

れ
た
る
は
イ
タ
リ
ア
の
ジ
ュ
ゼ
ッ
。
へ
・
デ
・
リ

グ
オ
ー
ロ
監
督
作
す
な
わ
ち
私
の
生
れ
た
る
明

iiiIi1I
｢ ジ・インディア・ラバー・ヘッド」
ジョルジユ・メリエス製作( 1 9 0 2 ・仏）

6

１
１４７
１

｢ メリーポピンズ」（1 9 0 6 ・英）

治
四
十
二
年
の
作
と
は
／
、
さ
て
こ
の
「
地
獄

の
ら

篇
」
を
見
る
や
後
の
フ
ォ
ッ
ク
ス
映
画
同
横
、
、

血
の
池
、
針
の
山
、
死
者
が
う
ご
め
き
苦
し
み

助
け
を
呼
ぶ
さ
ま
が
、
フ
オ
ッ
ク
ス
映
画
で
見

た
か
ぎ
り
私
の
少
年
の
記
憶
は
恐
ろ
し
く
震
え

あ
が
っ
た
も
の
の
や
が
て
そ
の
フ
オ
ッ
ク
ス
映

画
が
狙
っ
た
も
の
が
血
の
池
の
男
女
の
裸
身
あ

ら
し
ん

る
い
は
針
の
山
の
男
女
の
裸
身
こ
れ
を
鞭
打
つ

鬼
た
ち
の
裸
身
こ
れ
ら
の
す
べ
て
の
ヌ
ー
ド
こ

そ
が
実
は
か
く
れ
た
る
呼
び
も
の
の
こ
と
を
カ

ン
づ
い
た
の
で
あ
っ
た
る
が
今
こ
こ
に
見
た
日

本
未
公
開
の
一
九
○
九
年
作
イ
タ
リ
ア
も
の
も

ま
さ
に
裸
身
そ
の
男
女
の
う
ご
め
き
。

×

こ
れ
が
一
九
一
四
年
作
イ
タ
リ
ア
の
「
ア
ス

ン
タ
・
ス
ピ
ー
ナ
」
（
フ
ラ
ン
チ
エ
ス
カ
・
ベ
ル

チ
ー
ニ
主
演
）
あ
る
い
は
ア
メ
リ
カ
の
一
九
一

一
一
年
の
こ
れ
ぞ
有
名
な
，
。
Ｗ
・
グ
リ
フ
ィ
ス
監

督
、
メ
リ
ー
・
ピ
ッ
ク
フ
オ
ー
ド
主
演
の
ラ
ー

ュ
ー
ョ
ー
ク
・
ハ
ッ
ト
』
そ
し
て
イ
タ
リ
ア
の

「
カ
ピ
リ
ア
」
（
一
九
一
四
）
ア
メ
リ
カ
の
グ

リ
フ
ィ
ス
の
「
イ
ン
ｆ
レ
ラ
ン
ス
」
（
一
九
一

六
）
と
な
る
と
こ
れ
は
も
は
や
動
く
だ
け
で
な

く
活
動
写
真
芸
術
へ
と
進
ん
で
き
て
い
る
こ
と

が
わ
か
り
、
か
か
る
ビ
デ
オ
を
今
に
こ
の
目
で

見
る
胸
の
と
き
め
き
。
七
○
年
む
か
し
が
今
こ

こ
に
私
の
目
前
に
現
れ
た
こ
の
ミ
ラ
ク
ル
。
し

か
も
映
画
ち
ゅ
う
も
の
は
エ
ロ
に
ト
リ
ッ
ク
に

か
わ

お
化
け
に
Ｓ
Ｆ
に
と
今
と
ち
っ
と
も
変
ら
ぬ
声
」

の
ぞ

の
〃
見
た
い
〃
〃
覗
き
た
い
〃
〃
び
っ
く
り
し
た

い
〃
の
た
い
ず
く
め
。
こ
の
た
い
こ
そ
は
こ
れ

か
わ

か
ら
先
き
も
変
る
ま
い
。
思
え
ば
興
行
師
に
は

こ
の
〃
た
い
づ
く
し
〃
こ
そ
た
い
し
た
発
見

だ
。
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貸
し
切
り
の
テ
ィ
ー
パ
ー
テ
ィ

ー
も
可
能
。
ま
た
、
三
宮
の
ド

真
ん
中
と
い
う
場
所
柄
、
深
夜

ま
で
賑
っ
て
い
る
の
も
嬉
し

い
。
今
年
の
干
支
、
辰
や
ラ
ッ

コ
の
形
を
し
た
ユ
ニ
ー
ク
な
チ

、
、

ヨ
コ
レ
ー
ト
も
必
見
で
す
。

■
三
宮
駅
山
側
生
田
新
道

衝
３
３
３
‐
８
８
１
５
無
休

⑫
Ｉ
１
Ａ
Ｍ
金
土
ｌ
２
Ａ
Ｍ

☆
オ
リ
ジ
ナ
ル
メ
ニ
ュ
ー
に

お
腹
と
心
が
ウ
キ
ウ
キ

サ
ス
ペ
ン
ダ
ー
に
ち
よ
い
と

手
を
か
け
、
ピ
ノ
キ
オ
が
ウ
イ

ン
ク
。
チ
ー
ズ
と
ヨ
ー
ロ
ッ
パ

の
田
舎
料
理
を
食
べ
さ
せ
て
く

れ
る
キ
ッ
チ
ン
・
ピ
ノ
キ
オ

は
、
可
愛
い
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
に

誘
わ
れ
て
、
つ
い
足
を
運
ん
で

ち
ろ
ん
コ
ー
ス
デ
ィ
ナ
ー
（
￥

６
０
０
０
）
も
日
変
り
メ
ニ
ュ

ー
で
用
意
さ
れ
て
い
る
。
ま

た
、
も
う
ひ
と
つ
の
楽
し
み
は

バ
ー
カ
ウ
ン
タ
ー
が
設
け
ら
れ

て
い
る
こ
と
。
食
後
酒
を
味
わ

う
の
も
い
い
し
、
純
粋
に
シ
ョ

ッ
ト
バ
ー
と
し
て
立
寄
る
こ
と

も
で
き
る
。

団
中
央
区
播
磨
町
加
１
１
ブ
ロ
ッ
ク
釦

１
Ｆ
８
Ａ
Ｍ
ｌ
８
Ｐ
Ｍ
・
２
Ｆ
Ⅷ
Ａ

Ｍ
ｌ
２
Ｐ
Ｍ
、
５
１
９
叱
加
Ｐ
Ｍ

☆
出
来
た
て
の
お
い
し
さ
を
／
、

「
ハ
イ
ジ
の
泉
」
と
新
谷
蚕

紀
氏
製
作
の
ブ
ロ
ン
ズ
像
が
目

印
の
ス
イ
ス
菓
子
ハ
イ
ジ
。
テ

イ
ク
ア
ウ
ト
は
勿
論
の
こ
と
、

山
小
屋
風
の
ゆ
っ
た
り
し
た
テ

ィ
ー
ル
ー
ム
で
出
来
た
て
の
ケ

ー
キ
を
食
べ
る
こ
と
も
で
き
ま

す
。
お
す
す
め
は
オ
ー
ソ
ド
ッ

ク
ス
な
シ
ュ
ー
ク
リ
ー
ム
（
￥

１
８
０
）
、
サ
ワ
ー
チ
エ
リ
ー

を
サ
ン
ド
し
た
チ
ュ
ー
リ
ッ
ヒ

（
￥
３
０
０
０
）
は
直
径
別
師

も
あ
る
丸
型
、
そ
し
て
熱
々
の

ミ
ー
ト
パ
イ
（
￥
１
５
０
）
は

サ
ラ
ダ
と
ド
リ
ン
ク
の
セ
ッ
ト

148

☆
料
理
も
お
酒
も
楽
し
め
ま
す

旧
居
留
地
の
新
し
い
顔
、
ブ

ロ
ッ
ク
鋤
に
登
場
し
た
ヴ
ィ
ン

サ
ン
ト
は
カ
フ
エ
ス
タ
イ
ル
の

一
階
と
地
中
海
料
理
レ
ス
ト
ラ

ン
の
二
階
か
ら
な
る
オ
シ
ャ
レ

な
空
間
。

新
鮮
な
素
材
を
使
っ
た
魚
料

理
と
前
菜
は
、
今
迄
あ
る
仏
料

理
な
ど
と
は
一
味
違
う
バ
ラ
エ

テ
ィ
豊
か
な
も
の
ば
か
り
。
特

に
お
す
す
め
は
自
家
製
の
鴨
フ

ォ
ア
グ
ラ
の
ぐ
ん
せ
い
（
￥
１

８
０
０
）
と
バ
ジ
リ
コ
入
り
ソ

ー
セ
ー
ジ
（
￥
１
２
０
０
竜
も

び
っ

で
￥
６
０
０
．
な
か
に
は
「
誕

生
日
に
キ
ャ
ン
ド
ル
を
立
て
た

丸
型
ケ
ー
キ
を
４
人
で
２
台
も

召
し
上
が
っ
て
帰
ら
れ
た
こ
と

も
あ
り
ま
し
た
」
と
村
上
店
長
。

シャガールがアクセントに

ヘ
ト
郵
光
硬
深
薬

》
唯
》
噸
霧
》
堤
串

み
プ
一
り
上
が
っ
た

評
凶
ョ
殿
・
惑
鴎

も
お
い
し
そ

読
い
う
。
〃
ヨ
ー

愛
お
ド
卵
・
光
“

は
天
然
の
海

草
粉
末
（
ヨ
ー
ド
）
や
ト
ウ
モ
ロ

コ
シ
、
牧
草
、
良
質
魚
粉
な
ど
自

然
の
原
料
た
っ
ぷ
り
の
銅
卿
で
育

っ
た
ニ
ワ
ト
リ
か
ら
生
ま
れ
た

卵
。
お
い
し
い
だ
け
で
な
く
、
ヘ

ル
シ
ー
。
し
か
も
こ
の
良
質
ヨ
ー

ド
は
普
通
卵
の
約
二
○
借
。
含
ま

れ
て
い
ま
す
。

さ
て
こ
の
良
質
ヨ
ー
ド
は
コ
レ

ス
テ
ロ
ー
ル
や
血
圧
、
糖
尿
病
、

ア
レ
ル
ギ
ー
体
質
に
よ
い
働
き
を

す
る
ば
か
り
で
な
く
、
ガ
ン
の
抑

制
効
果
も
認
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

も
ち
ろ
ん
、
健
康
維
持
に
も
肢

ユニホームもメルヘンです

陣
忍
砂
哩

適
。
今
回
６
個
入
り
６
パ
ッ
ク

（
拓
個
・
１
８
０
０
円
）
を
、
人

に
プ
レ
ゼ
ン
ト
。
ご
希
望
の
方
は

ハ
ガ
キ
に
住
所
・
氏
名
・
年
齢
・

砥
話
番
号
を
記
入
し
て
、
〒
剛
神

戸
市
ロ
央
区
束
町
１
１
３
１
１
大

神
ビ
ル
９
Ｆ
、
神
戸
っ
子
「
ヨ
ー
‐
‐

ド
卵
・
光
」
係
へ
。
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ゆっくり食事を楽しめる

白木作りがうれしい清潔な店内

し
ま
う
店
だ
。

メ
ニ
ュ
ー
は
い
ず
れ
も
オ
リ

ジ
ナ
ル
。
毎
日
、
日
替
わ
り
で

登
場
し
、
そ
の
上
値
段
も
お
気

軽
と
来
れ
ば
言
う
こ
と
な
し
。

落
ち
着
い
た
雰
囲
気
の
中
、
ゆ

１
１４９
１

の
に
ぎ
り
寿
司
な
ど
、
心
ま
で

暖
ま
る
料
理
が
ズ
ラ
リ
。
新
潟

の
田
舎
料
理
に
舌
鼓
を
打
ち
な

が
ら
、
新
潟
の
銘
酒
、
越
乃
寒

梅
を
傾
け
る
１
．
少
し
だ
け

旅
の
気
分
に
浸
っ
て
、
〃
梅
見

酒
″
は
い
か
が
？

国
中
央
区
下
山
手
通
２
１
妬
ｌ
旭

生
田
神
社
西
宮
３
２
１
１
３
３
７
０
．

３
３
２
１
０
５
８
０
年
中
無
休

５
Ｐ
Ｍ
ｌ
２
Ａ
Ｍ

毎
年
必
ず
フ
ラ
ン
ス
か
ら
、

〃
味
″
の
指
導
に
訪
れ
る
と
い

う
。
だ
か
ら
美
味
し
さ
は
い
つ

も
新
鮮
だ
し
、
外
国
人
な
ら
で

は
の
ユ
ニ
ー
ク
な
ア
イ
デ
ア
も

飛
び
出
す
。
た
ら
こ
バ
タ
ー
ト●

Ｉ
ス
ト
は
カ
ナ
ッ
・
へ
な
ら
ぬ
タ

●
神
戸
・
世
界
の

味
め
ぐ
り

サ
ロ
ン
・
ド
ゥ
・
テ

サ
ロ
ン
・
ド
ゥ
・
リ
ヨ
ン

中
央
区
山
本
通
５
１
旧
１
９
再
度
ハ

イ
ツ
ー
Ｆ
宮
３
８
２
１
２
１
２
７

９
Ａ
Ｍ
ｌ
９
Ｐ
Ｍ
月
晒
定
休

北
野
の
ビ
ス
ト
ロ
・
ド
ゥ

・
リ
ヨ
ン
の
姉
妹
店
と
し
て

昨
年
７
月
に
オ
ー
プ
ン
し
た

サ
ロ
ン
・
ド
ゥ
・
リ
ヨ
ン
は
、

一
見
パ
ン
屋
さ
ん
、
奥
へ
進

め
ば
レ
ス
ト
ラ
ン
で
、
パ
ブ

風
の
カ
ウ
ン
タ
ー
も
あ
る
と

い
う
不
思
議
な
店
。
女
子
大

生
は
も
ち
ろ
ん
、
近
所
の
奥

様
に
も
評
判
の
店
だ
。

え
い
こ
は
、
女
性
同
志
で
も
気

軽
に
入
れ
る
清
潔
な
店
だ
。

手
前
に
は
大
き
な
水
槽
が
あ

り
、
イ
キ
の
い
い
魚
が
泳
い
で

い
る
。
棚
に
は
清
酒
や
に
ご
り

酒
、
大
吟
醸
が
。
新
潟
出
身
の

店
主
、
藤
波
さ
ん
の
モ
ッ
ト
ー

は
〃
く
つ
ろ
い
だ
雰
囲
気
で
田

舎
料
理
を
味
わ
っ
て
も
ら
う
″

こ
と
。お

造
り
、
焼
物
、
煮
物
な
ど

の
他
、
の
っ
ぺ
い
汁
や
田
舎
漬

下は“シャクトリー' ’6 8 0 円

つ
く
り
と
食
事
が
楽
し
め
る
。

こ
ち
ら
の
も
う
一
つ
の
セ
ー

ル
ス
ポ
イ
ン
ト
は
、
多
種
の
ナ

チ
ュ
ラ
ル
チ
ー
ズ
を
そ
ろ
え
て

い
る
こ
と
。
チ
ー
ズ
専
用
の
メ

ニ
ュ
ー
も
あ
り
、
チ
ー
ズ
好
き

を
感
激
さ
せ
て
く
れ
る
。

「
日
本
の
方
に
は
ま
だ
ま
だ

ナ
チ
ュ
ラ
ル
チ
ー
ズ
は
馴
染
み

が
薄
い
で
す
が
、
ぜ
ひ
、
気
軽

に
尋
ね
て
、
賞
味
し
て
い
た
だ

き
た
い
と
思
い
ま
す
」
と
話
す

中
富
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
。
ト
ロ
リ

と
舌
の
上
で
と
ろ
け
る
カ
マ
ン

ベ
ー
ル
を
は
じ
め
、
チ
ー
ズ
は

約
釦
種
。
フ
オ
ン
デ
ュ
ー
や
、

チ
ー
ズ
を
使
っ
た
一
品
料
理
も

味
わ
え
る
。

毎
週
木
曜
日
は
１
人
８
０
０

円
で
ラ
ン
チ
タ
イ
ム
・
バ
イ
キ

ン
グ
も
実
施
し
て
い
る
。
あ
な

た
も
一
度
〃
チ
ー
ズ
体
験
″
を

か
が
？

園
中
央
区
北
長
狭
通
１
１
３
１
９
ダ
イ

ピ
ル
２
Ｆ
雷
３
９
２
‐
２
１
５
７

月
ｌ
金
川
餌
加
Ａ
Ｍ
ｌ
３
Ｐ
Ｍ
（
２
Ｐ

Ｍ
オ
ー
ダ
ー
ス
ト
ッ
プ
）
５
１
Ⅲ
Ｐ
Ｍ

（
胸
Ｐ
Ｍ
オ
ー
ダ
ー
ス
ト
ッ
プ
）
／
土

・
日
・
祝
Ⅵ
》
釦
Ａ
Ｍ
Ｉ
Ⅷ
叩
ｍ
Ｐ
Ｍ

（
加
Ｐ
Ｍ
オ
ー
ダ
ー
ス
ト
ッ
プ
）
無
休

☆
お
酒
の
中
に

〃
梅
の
花
″
を
発
見
Ⅶ

料
亭
風
の
格
子
戸
を
ガ
ラ
ガ

ラ
と
開
け
て
中
に
入
る
と
、
白

木
の
カ
ウ
ン
タ
ー
が
目
に
清
々

し
く
飛
び
込
ん
で
来
る
。
和
風

え
る
。

お
栖
落

な
気
分

を
気
軽

に
ど
う

ぞ
。

ラ
ッ
ペ
・
梅
干
し
が
入
れ
ば

ウ
メ
ジ
ャ
な
ど
。
タ
ク
ア
ン

や
春
巻
の
入
っ
た
パ
ン
も
。

メ
ニ
ュ
ー
は
手
軽
な
サ
ン

ド
イ
ッ
チ
の
他
、
ブ
リ
オ
ッ

シ
ュ
や
パ
イ
を
使
っ
た
料
理

な
ど
。
コ
ー
ス
に
し
て
も
お

財
布
を
気
に
し
な
く
て
い
い

値
段
も
嬉
し
い
。
シ
ェ
フ
ご

自
慢
の
ケ
ー
キ
も
セ
ッ
ト

８
０
０
円
で
３
種
類
を
味
わ
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に
し
た
『
サ
ン
バ
人
形
コ
ン
テ

ス
ト
』
を
企
画
し
、
サ
ン
バ
を

イ
メ
ー
ジ
し
た
楽
し
い
人
形
を

募
集
し
て
い
る
。
受
付
は
４
月

加
日
ま
で
で
、
金
・
銀
・
銅
・

佳
作
の
各
賞
（
計
９
点
）
の
発

表
は
５
月
上
旬
、
公
開
展
示
は

５
月
旭
日
か
ら
５
月
蝿
日
ま

で
神
戸
市
立
葺
合
文
化
セ
ン
タ

沖
Ⅷ
神
戸
ま
つ
り
は
５
月
相
・

Ｍ
ｏ
栂
日
テ
ー
マ
は
〃
太
陽
″

棚
神
戸
ま
つ
り
は
、
５
月
の

過
日
（
金
）
前
夜
祭
、
挫
日
（
土
）

各
区
ま
つ
り
、
晦
日
（
日
）

花
と
海
と
太
陽
の
祭
典
に
ち

な
ん
で
、
今
年
の
テ
ー
マ
は

〃
太
陽
〃
。
来
年
の
フ
ェ
ス
ピ

ッ
ク
や
、
今
年
の
高
校
総
体
、

国
民
文
化
祭
な
ど
の
Ｐ
Ｒ
も
盛

り
あ
げ
る
内
容
に
な
り
そ
う
。

今
年
の
特
色
は
、
神
戸
Ｊ
Ｃ

が
鈍
周
年
を
迎
え
市
民
と
共
に

と
、
メ
リ
ケ
ン
パ
ー
ク
で
哩
日

の
夜
コ
ン
サ
ー
ト
を
開
催
。
蛎

日
の
パ
レ
ー
ド
は
、
灘
、
東
灘
の

だ
ん
じ
り
妬
基
が
参
加
す
る
。

元
町
Ｐ
Ｒ
委
員
会
は
４
１
６

丁
目
で
刑
人
の
大
綱
引
き
大
会

の
峰
が
、
今

部
生
年
５
月

レ
ン
に
神
戸

率
．
市
で
ス

ー
」画

ダ
ー
ト

関
す
る
。

ポ
ケ
ッ
ト

ジ
ャ
ー
ナ
ル華やかなパレード

る催つに３ルテフメ
。さてわ日がイェイ
れ開た間、バスン

＝＝厄蛍一

花
火
も
、
土
曜
の
夜
、
六
甲
ア

イ
ラ
ン
ド
で
伽
発
が
打
ち
あ
げ

ら
れ
る
。
サ
ン
バ
チ
ー
ム
も
ブ

ラ
ジ
ル
移
民
帥
周
年
を
迎
え
日

伯
親
善
ぶ
り
が
盛
り
上
り
そ

う
。
第
把
回
ク
イ
ー
ン
神
戸
の

選
定
は
３
月
弱
日
が
申
込
み
の

〆
切
。
申
込
み
は
／
市
民
祭
協

会
（
細
）
８
１
８
１
（
弧
）
２

４
１
３
神
戸
新
聞
社
（
皿
）

４
１
２
１

☆
第
１
回
こ
う
べ
全
国
洋
舞

コ
ン
ク
ー
ル
（
５
月
）

全
国
の
バ
レ
エ
文
化
の
活
性

化
と
、
若
手
の
発
掘
・
育
成
、

将
来
に
は
国
際
的
な
評
価
を
も

得
る
こ
と
を
目
標
と
し
た
「
こ

う
べ
全
国
洋
舞
コ
ン
ク
ー
ル
」

こ
の
コ
ン
ク
ー
ル
は
、
従
来

の
関
東
地
方
開
催
の
も
の
に
対

す
る
、
関
西
の
バ
レ
エ
の
指
導

者
・
生
徒
た
ち
の
「
関
西
に
も

コ
ン
ク
ー
ル
を
」
の
要
望
が
実

「
し
よ
う
が
い
じ
の
話
」
好
評

当
本
部
の
出
版
し
て
い
る
「
ち
え
お

く
れ
の
話
」
の
続
篇
が
ず
っ
と
要
望
さ

れ
て
い
ま
し
た
が
、
昨
年
九
月
「
し
よ

う
が
い
じ
の
話
」
が
お
め
み
え
し
ま
し

た
。
著
名
な
伊
藤
隆
二
先
生
が
深
い
真

実
を
や
さ
し
く
書
か
れ
た
こ
と
と
、
朝

日
・
毎
日
・
読
売
・
神
戸
と
各
新
聞
に

よ
り
ほ
と
ん
ど
全
国
的
に
紹
介
さ
れ
た

の
で
、
爆
発
的
に
注
文
が
殺
到
し
、
年

末
ま
で
に
六
千
冊
以
上
を
頒
布
し
ま
し

た
．
ま
た
、
全
国
の
精
神
薄
弱
児
施
設

の
機
関
誌
「
愛
謹
」
国
際
障
害
者
年
日

本
推
進
協
議
会
「
Ｊ
Ｙ
Ｐ
Ｐ
情
報
」
と

兵
庫
県
社
会
福
祉
協
議
会
の
「
社
会
の

福
祉
」
な
ど
で
良
書
と
し
て
紹
介
さ
れ

ま
し
た
。

木
部
や
著
者
に
寄
せ
ら
れ
る
読
後
感

を
ご
紹
介
し
ま
す
と
、
「
重
要
な
内
容

を
わ
か
り
や
す
く
書
い
て
い
る
」
、
「
今

の
社
会
へ
の
警
句
や
格
言
が
あ
ふ
れ
て

い
る
」
や
「
ち
え
遅
れ
の
人
の
も
つ
人

間
的
な
よ
さ
に
溢
れ
て
い
る
」
な
ど
が

あ
り
ま
す
。

頒
布
の
地
域
は
沖
縄
か
ら
北
海
道
と

全
国
的
で
、
ソ
ウ
ル
か
ら
も
申
込
み
が

あ
り
ま
し
た
。
個
人
や
団
体
と
く
に
学

校
の
参
考
図
書
と
し
て
、
ま
た
は
施
設

の
先
生
や
親
の
学
習
用
に
と
多
彩
で

す
。
こ
れ
ら
を
通
じ
て
私
た
ち
は
ち
え

お
く
れ
の
問
題
が
何
か
手
が
か
り
を
求

め
て
い
る
人
や
、
積
極
的
に
こ
の
問
題

を
考
え
る
人
が
多
く
お
ら
れ
る
こ
と
を

改
め
て
認
識
し
ま
し
た
。
み
な
さ
ま
の

150

ご
一
読
を
お
す
す
め
し
ま
す
。

（
頒
価
一
部
五
百
円
送
料
二
百
円
）

誕
生
日
あ
り
が
と
う
運
動
本
部

副
神
戸
市
中
央
区
御
幸
通
八
’
一
’
六

神
戸
国
際
会
館
一
階
郵
便
局
の
隣

衝
○
七
八
’
二
三
一
’
二
一
一
四

誕
生
日

あ
り
が
と
う

運
動
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ｒ館蔵名品」シリーズ第１弾
で度枚るれ発日１
８００数, －，・て売よ月
円、‐ノ５０１いさり１９

－
（
月
曜
休
館
。
阪
急
春
日
野

道
駅
下
車
）
で
行
な
わ
れ
る
。

問
い
合
わ
せ
は
、
神
戸
市
中
央
区
磯
辺
通

４
１
２
１
８
（
神
戸
輸
入
促
進
フ
ォ
ー
ラ

ム
内
）日

本
ブ
ラ
ジ
ル
文
化
交
流
協
会
事
務
局

〔
官
（
ｓ
“
）
画
臼
Ｉ
隠
困
ｌ
ら
ま
で
。

★
各
国
の
手
料
理
で

国
際
交
流
を

神
戸
在
住
の
外
国
人
親
睦
団

体
で
あ
る
神
戸
ウ
イ
メ
ン
ズ
ク

ラ
ブ
が
、
２
月
２
日
、
神
戸
北

野
の
外
国
倶
楽
部
で
〃
イ
ン
タ

ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
・
フ
ー
ド
・
フ

ェ
ア
″
を
開
い
た
。

イ
ン
ド
な
ど
加
力
国
の
会
員

が
、
お
国
自
慢
の
手
料
理
を
用

意
し
て
集
合
。
食
文
化
を
通
し

て
の
国
際
友
好
に
一
役
買
っ
て

い
る
。参

加
者
は
一
般
を
含
め
約
測

人
。
メ
イ
ン
料
理
か
ら
デ
ザ
ー

ト
ま
で
会
員
は
加
入
分
を
目
安

に
用
意
し
て
い
た
が
、
始
ま
っ

て
わ
ず
か
釦
分
で
品
切
れ
と
な

る
人
気
ぶ
り
だ
っ
た
。

☆
善
導
会
、
五
重
塔
上
棟
式

西
宮
に
本
部
を
持
つ
宗
教
法

人
「
善
導
会
」
が
平
和
と
幸
の

う
れ
し
い
改
定
は
２
月
岨
日

か
ら
実
施
。
昼
間
姻
秒
畑
円
←

５
秒
剛
円
、
夜
間
踊
秒
如
円
←

師
秒
測
円
、
深
夜
師
秒
測
円
←

９
秒
加
円
に
。
ま
た
土
・
日
・

祝
日
の
昼
間
に
つ
い
て
は
夜
間

の
料
金
が
適
用
さ
れ
る
。

☆
今
あ
な
た
も
大
空
へ

ガ
イ
ド
の
小
屋
で
は
、
神
戸

で
唯
一
の
、
パ
ラ
グ
ラ
イ
ダ
ー

ス
ク
ー
ル
を
開
い
て
い
ま
す
。

パ
ラ
グ
ラ
イ
ダ
ー
は
、
大
空
を

自
由
に
散
歩
で
き
る
、
現
在
も

っ
と
も
簡
単
で
し
か
も
安
全
な

乗
り
も
の
で
す
。
費
用
は
二
回

で
一
万
円
。
こ
れ
で
基
礎
技
術

は
マ
ス
タ
ー
で
き
ま
す
。

（
二
種

類
）
。

国際色豊かなフードフェア
メスイカ台日２０今エ
リ・ギめ本回回ア同
カアリ、を目ではう

願
い
を
込
め
て
、

導
塔
″
を
建
立
、

図
書

ガ
イ
ド

日
本
画
家
、
昇
外
義
さ
ん
を
は

じ
め
、
各
界
か
ら
多
く
の
人
た

ち
が
お
祝
い
に
か
け
つ
け
た
。

★
神
戸
市
立
博
物
館
が

テ
レ
ホ
ン
カ
ー
ド
新
発
売

『
館
蔵
名
品
』
シ
リ
ー
ズ
の

第
一
弾
と
し
て
、
神
戸
市
立
博

物
館
が
、
南
蛮
美
術
の
名
品
、

『
南
蛮
解
風
」
、
『
泰
西
王
候
騎

馬
図
』
を
あ
し
ら
っ
た
テ
レ
ホ

ン
カ
ー
ド
を
発
売
し
た
。
発
売

枚
数
は
２
千
枚
限
定
（
二
種

２
枚
セ
ッ
ト
（
ケ
ー
ス
入
り
）

１
６
０
０
円
。

〒
卸
神
戸
市
中
央
区
京
町
泌

神
戸
市
立
博
物
館

宮
０
７
８
１
３
９
１
１
０
０
３
５

☆
Ｎ
Ｉ
Ｔ
が
通
話
料
金
を
値
下

げ
ｌ
細
Ｋ
以
遠
が
約
一
割
も
Ｉ

嘩

繍鶏 五
重
塔
〃
善

そ
の
上
棟
式

が
１
月
皿

緬
日
厳
か
に

の
行
わ
れ

戦罪
た
。
塔
内

目
に
作
品
が

》
納
め
ら
れ

る
予
定
の

も
の
で
あ
っ
て
百
年
の
歩
み
は
日
本
の

運
命
と
共
に
機
能
し
克
明
正
確
に
記
述

さ
れ
て
い
る
」
と
い
っ
て
お
ら
れ
る
。

巻
頭
に
カ
ラ
ー
写
真
で
紹
介
し
て
い
る

「
楠
公
正
成
賛
」
は
新
発
見
の
も
の
だ

そ
う
で
、
伊
藤
博
文
の
書
、
夏
目
減
石

が
皿
歳
の
塩
原
金
之
助
（
明
治
型
年
）

当
時
の
正
成
論
、
谷
崎
潤
一
郎
が
哩
歳

で
鉦
名
が
笑
谷
（
明
治
拠
年
）
当
時
の

楠
公
論
は
貝
重
な
資
料
で
あ
る
ば
か
り

で
な
く
幼
少
に
し
て
天
才
ぶ
り
が
す
で

に
認
め
ら
れ
る
の
も
興
味
深
い
。
森
田

博
士
が
巻
尼
に
編
者
と
し
て
の
所
感
を

の
べ
て
い
る
が
「
昭
和
鐙
年
の
春
か
ら

編
集
に
た
ず
さ
わ
り
絶
え
ず
何
か
を
さ

さ
や
き
続
け
、
元
禄
の
昔
水
戸
滞
公
が

建
碑
し
た
が
こ
の
た
び
の
三
巻
の
完
結

は
紙
碑
の
建
立
と
い
え
る
」
と
気
迫
が

こ
も
り
感
銘
深
い
。
多
く
の
神
社
史
の

な
か
で
特
筆
さ
れ
る
べ
き
大
労
作
と
い

え
よ
う
。
淡
川
神
社
社
務
所
発
刊
、
特

別
頒
布
。

淡
川
神
社
の
銃
座
百
年
大
祭
（
昭
獅

年
５
月
）
の
記
念
事
業
の
一
つ
と
し
て

百
年
史
の
撰
述
が
あ
り
、
す
で
に
景
仰

編
翁
年
）
祭
神
編
（
弱
年
）
の
二
巻

は
刊
行
さ
れ
大
楠
公
の
事
紙
と
そ
の
後

世
に
及
ぼ
し
た
も
の
の
考
察
が
の
べ
ら

れ
た
が
、
完
結
編
で
あ
る
鎮
座
編
で
は

楠
公
社
の
創
建
よ
り
明
治
維
新
か
ら
昭

和
”
年
５
月
の
百
年
祭
ま
で
の
百
年
の

神
社
の
変
遷
が
溺
章
に
わ
け
て
詳
述
さ

れ
て
い
る
。
吉
田
智
朗
宮
司
の
お
話
に

よ
る
と
「
社
運
を
中
軸
に
国
家
社
会
と

の
か
か
わ
り
に
於
て
解
説
討
究
さ
れ
た

の
翼
で
、
大
空
へ
い
か
が
で
す

か
。く

わ
し
い
こ
と
は
、
ガ
イ
ド

の
小
屋
ま
で
。

倉
（
０
７
８
）
３
９
１
１
８
６
５
９

３
９
２
１
５
２
７
８

☆
ア
メ
リ
カ
留
学
を
希
望
一
す
る

女
性
に
吉
報
″

日
本
か
ら
海
外
へ
の
留
学
、

な
か
で
も
女
性
の
留
学
熱
は
高

ま
る
一
方
。
学
位
取
得
の
た
め

に
は
２
年
以
上
の
正
規
留
学
を

『
湊
川
神
社
史

・
下
巻
（
鎮

座
糧
）
』

森
田
康
之
肋

識篭
癖
今
年

へ
こ
そ
、

雲
あ
な
た

趣
ｊ
ｂ
、
占
目

錘
分
の
足

今
で
、
い

や
自
分

；

１
１５１
１
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ク
で
お
好
み
焼
が
た
く
た
く
文
。
▽
西
山
酒
造
場
の
「
丹
ホ
テ
ル
の
名
乗
り
あ
げ
た
途

こ
れ
は
商
売
に
な
る
と
出
店
た
て
の
地
酒
を
宅
配
限
定
販
十
三
匹
の
猫
を
つ
れ
七
泊
し

の
手
当
て
を
し
て
帰
国
、
す
売
し
た
ら
東
京
か
ら
も
愛
飲
た
女
性
が
最
高
顧
客
だ
っ
た

時 燕
犠
涛
繍
一

別
萱
…
職
霊
薬
霊
薬
蕊

日
癒
轄
陣
琉
池
函
馳
恥
輝
明
郡
唾
か
認
雨
竜
奔
永
》
握
翫
池
唖
詫
岬
癖
鋪
託
麺
握
睡
噸
珊
蝿
詫

詳
智
癖
丸
く
は
左
記
ま
で
お
問
鐸
、
（
”
率
”
毛
押
奔
詐
識
廻
壱
需
売
桔
稚
皿
窪
獅
羅
蝿
鐸
唾
瀞

栄
陽
子
留
学
デ
ス
ク
担
当
係

簡
妬
－
４
５
２
‐
５
６
７
３

！
Ｉ
‐
！
ｌ
ｉ
ｉ
Ｉ
Ｉ
ｌ
‐
Ｉ
‐
Ｉ
‐
Ｉ
Ｉ
Ｉ
ｌ
‐
ｉ
ｌ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
狩
帝
ｉ
‐
一

応
募
が
あ
っ
た
そ
う
だ
。
や
神
戸
市
だ
け
の
話
で
は
な
い

人
採
用
な
の
に
千
二
百
人
の
▽
い
ず
こ
も
ホ
テ
ル
戦
争
は
の
お
話
。

使
え
と
い
う
諺
の
好
例
を
四
の
お
菓
子
。
食
べ
れ
ば
た
べ
専
用
の
露
天
風
呂
も
作
り
、

ぐ
に
従
業
員
募
集
し
た
ら
五
家
の
注
文
殺
到
ら
し
い
。
と
か
。
あ
る
都
市
の
ホ
テ
ル

な
り
店
を
探
し
た
が
な
い
。
波
の
小
鼓
」
が
寒
の
し
ぼ
り
端
、
一
年
間
の
予
約
満
杯
。

▽
頭
は
生
き
て
い
る
う
ち
に
ジ
、
リ
ン
ゴ
等
五
種
類
の
味
れ
て
い
る
と
い
う
。
ペ
ッ
ト

花

報告を待つ旧図審館

１
１５２
１

格
食
品
が
売
り
だ
さ
れ
た
。
室
内
犬
は
登
録
し
な
い
か
ら

計つ
。
▽
雪
深
い
ニ
ュ
ー
ョ
ー
る
ほ
ど
ご
利
益
多
し
が
宣
伝
ペ
ッ
ト
同
伴
大
歓
迎
の
温
泉

た
だ
、
新
聞
な
ど
で
は
、
保
芦
屋
市
側
の
報
告
が
注
目
さ
れ

存
が
決
・
定
し
た
一
三
ア
ン
ス
で
る
。

七
福
神
、
だ
る
ま
、
ま
ね
き
犬
は
八
百
万
匹
、
猫
は
四
百

猫
の
絵
も
美
し
く
オ
レ
ン
万
匹
が
ペ
ッ
ト
と
し
て
飼
わ

ば
受
験
シ
ー
ズ
ン
を
あ
て
こ
厚
生
省
の
調
べ
で
は
全
国
の

ん
で
の
食
べ
れ
ば
受
か
る
合
登
録
犬
数
二
百
五
十
万
匹
。

利
益
か
。
▽
ご
利
益
と
い
え
注
目
し
た
ホ
テ
ル
の
お
話
。

は
り
海
外
志
向
ブ
ー
ム
の
ご
ら
し
い
。
ペ
ッ
ト
ブ
ー
ム
に

●
六
○
ｍ
ｍ
で
○
⑫
『

★
兵
庫
日
韓
女
性
親
善
の
旅
が
．
３

月
坊
日
ｌ
泌
日
の
三
泊
四
日
で
慶
尚
北

進
へ
。
参
加
費
用
￥
１
１
５
，
０
０

０
。
お
由
込
み
／
韓
国
民
団
兵
庫
県
地

方
本
部
中
央
区
下
山
手
通
７
１
お
；

３
言
叩
（
狐
）
３
０
１
０
１
５

★
六
甲
の
『
・
太
郎
．
一
（
大
久
保
照
子
）
が

・
・
・
周
年
を
迎
え
〃
、
周
年
記
念
ら
く
が

き
出
版
帖
亀
と
、
〃
太
郎
の
詩
〃
の
歌

づ
く
り
、
歌
洞
募
築
／
作
曲
‐
前
野
順

義
）
。
ま
た
加
周
年
記
念
の
船
上
パ
ー

テ
ィ
を
、
４
月
週
日
午
後
６
時
よ
り

・
新
さ
く
ら
丸
」
船
上
で
開
か
れ
ま

す
。
男
性
／
一
万
円
、
女
性
／
七
千
円

（
ポ
ー
ト
タ
ー
ミ
ナ
ル
よ
り
乗
船
）
。

「
太
郎
」
の
仲
間
よ
集
ま
れ
／
〒
卸
束

涯
区
御
影
町
御
影
岸
本
１
５
３
６
「
太

郎
」
、
周
年
記
念
行
蒸
事
務
局
。

☆
三
月
十
八
日
午
前
十
一
時
よ
り
「
エ

ム
ワ
ン
ス
ク
ェ
ア
」
（
浜
興
業
Ｋ
Ｋ

米
田
登
社
長
）
は
「
東
急
ハ
ン
ズ
三
宮

店
８
（
Ｋ
Ｋ
東
急
ハ
ン
ズ
松
尾
英
男
社

長
）
を
テ
ナ
ン
ト
に
竣
工
開
業
披
露

と
、
小
宴
が
生
田
神
社
会
館
で
開
か
れ

ま
す
。

★
一
膳
会
（
洋
同
）
の
関
西
支
部
が
移

侭
。
〒
”
神
戸
市
漣
区
高
羽
町
二
丁
目

五
’
四
岬
和
男
茸
（
叩
）
８
５
１
１

３
５
４
８
。

☆
一
月
一
十
九
日
’
一
一
一
十
日
の
二
日

間
心
布
引
の
〃
大
し
ま
〃
（
大
島
有
紀

子
・
裕
子
）
が
、
完
月
一
日
よ
り
十
月

初
旬
ま
で
休
梁
し
、
近
代
的
な
数
寄
屋

造
り
の
五
階
建
に
な
る
予
定
で
、
お
別

れ
の
宴
が
開
か
れ
ま
し
た
。

★
滴
滴
庵
楽
保
と
と
三
流
保
さ
ん
が
還

暦
を
迎
え
、
そ
の
祝
う
会
が
、
３
月
８

日
６
時
半
よ
り
、
カ
サ
プ
ラ
ン
カ
ク
ラ

プ
（
言
諏
ｉ
Ｏ
２
０
０
）
で
聞
か
れ
ま

す
。
（
お
一
人
６
０
０
円
）
春
の
一
夜

ピ
チ
ピ
チ
係
さ
ん
を
肴
に
一
堂
に
大
築

合
。

★
わ
た
し
の
出
逢
っ
た
》
‐
す
て
き
な
女

性
」
を
テ
ー
マ
に
、
森
聴
清
さ
ん
が
、

大
阪
堂
島
の
蟹
一
：
ハ
長
調
（
第
２

ロ
イ
ヤ
ル
ピ
ル
１
Ｆ
薗
卵
３
４
４
．
。

８
８
２
８
）
作
品
展
を
。
友
捕
出
品
は

萩
野
晴
子
さ
ん
。

り
、
歌
洞
募
集
／
作

ま
た
加
周
年
記
念

４
月
過
日
午
後
６
時
よ
り

、
ら
丸
」
船
上
で
開
か
れ
ま

」
／
一
万
円
、
女
性
／
七
千
円

‐
タ
ー
ミ
ナ
ル
よ
り
乗
船
）
。

の
仲
間
よ
集
ま
れ
／
〒
唖
束

田
神
社
会
館
で
開
か

一
十
九
日
’
三
十
日
の
二
日

保
と
と
三
流
保
さ
ん
が
還

そ
の
祝
う
会
が
、
３
月
８

り
、
カ
サ
プ
ラ
ン
カ
ク
ラ

０
２
０
０
）
で
鮒
か
れ
ま

チ
ピ
チ
係
さ
ん
を
肴
に
一
堂
に
大
築

◎わ
た
し
の
出
逢
っ
た
垢
す
て
き
な
女

壱
。
友
捕
出
品
は

★
ネ
オ
ト
ロ
ピ
カ
ル
協
会
（
森
美
代
子

会
長
）
の
親
睦
会
が
、
京
都
宝
池
プ
リ

ン
ス
ホ
テ
ル
で
、
４
月
麹
日
、
創
日
の

一
泊
で
開
催
さ
れ
ま
す
。
特
別
訓
菰
／

延
暦
寺
山
興
恵
諦
座
宝
。
ビ
ジ
タ
ー
・
／

５
万
円
お
申
込
／
Ｋ
Ｏ
Ｂ
Ｅ
藤
本
ハ

ル
ミ
叩
（
湖
〉
０
４
２
６
迄
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盤議蝿制

飲
ん
だ
か
い
楽
し
い
か
い
小
鼓
か
い

第
一
５
－
回
一
八
一
小
一
鼓
一
会
一
Ｖ

盟轄,

」
神
戸
と
丹
波
を
結
ぶ
文
化
交
流
サ
ロ
ン

１
１５３
１

‘

雪
の
一
城
一
崎
一
を
一
ゆ
一
く
一

脅蕊

春
（
花
の
宴
）
、
夏
（
風
の
宴
）
、
秋

（
月
の
宴
）
、
そ
し
て
冬
（
雪
の
宴
）
と
、

丹
波
の
美
酒
〃
小
鼓
″
と
但
馬
の
味
を

楽
し
む
「
小
鼓
会
」
の
歳
時
記
は
、
第

五
回
目
を
迎
え
て
、
一
月
二
十
四
日

（
日
）
朝
九
時
三
十
分
に
神
戸
を
発
ち
、

丹
波
の
里
か
ら
城
崎
へ
と
、
一
泊
の
小

旅
行
に
約
三
十
一
名
が
参
加
し
た
。

今
回
は
丹
波
焼
の
里
へ
と
市
野
弘
之

会
長
の
延
年
窯
へ
と
足
を
運
ん
だ
が
、

こ
の
界
隈
は
、
四
月
十
七
日
か
ら
北
摂

・
丹
波
の
祭
典
ひ
ょ
う
ご
ホ
ロ
ン
ピ
ア

純
の
、
〃
大
丹
波
焼
展
と
現
代
に
生
き

る
六
古
窯
展
〃
が
催
さ
れ
、
今
田
町
は

丹
波
伝
統
工
芸
公
園
〃
藤
の
雑
″
と
し

て
、
お
目
見
得
す
る
た
め
の
準
備
が
着

々
と
進
ん
で
い
た
。
ホ
ロ
ン
ピ
ア
が
始

ま
っ
た
ら
ま
た
来
ま
し
ょ
う
と
、
昼
食

の
〃
大
和
″
で
さ
っ
そ
く
し
ぼ
り
た
て

の
小
鼓
を
。
市
野
会
長
と
西
山
酒
造
の

西
山
社
長
を
先
頭
に
、
約
三
十
名
の
参

加
の
バ
ス
は
一
路
城
崎
へ
・

城
崎
は
、
初
雪
が
積
っ
て
、
温
泉
の

郷
ら
し
い
情
緒
が
漂
っ
て
い
る
。
西
村

屋
の
旧
館
に
落
ち
つ
い
て
、
城
崎
グ
ラ

ン
ド
ホ
テ
ル
の
完
成
間
も
な
い
露
天
風

呂
へ
・
宴
会
は
望
月
美
佐
さ
ん
の
〃
雪
″

の
動
の
書
で
始
ま
り
、
初
参
加
の
西
村

雲
華
家
元
が
乾
杯
の
音
頭
。
今
回
は

〃
小
鼓
″
の
コ
マ
ー
シ
ャ
ル
コ
ピ
ー
コ

ン
テ
ス
ト
で
傑
作
誕
生
。
一
位
は
増
津

空
、
二
位
は
王
柏
林
、
三
位
丘
あ
っ
し

さ
ん
。
「
わ
た
し
、
小
鼓
し
た
い
。
あ

ん
た
と
し
た
い
。
ぼ
く
小
鼓
し
た
い
。

毎
晩
し
た
い
。
」
（
増
津
空
）
。

○
予
告
／
３
月
加
日
（
木
）
望
月
美
佐
小
品
展
の
会

場
で
小
鼓
会
を
開
催
会
費
４
０
０
０
円
／
於

／
ギ
ャ
ラ
リ
ー
神
戸
時
代
雷
叩
（
醜
）
３
５
６
７

お
申
込
／
月
刊
神
戸
っ
子
奮
叩
（
剛
）
２
２
４
６

溌鰯

唱括

蕊手嶋蕊：
韓難…蜜

誤蒋鐸躍

八
王
柏
林
Ｖ

K１

城崎西村屋の旧館広間で小鼓会の宴が、あいさつする市野会長。（左上）丹波焼の延年窯をたずねて。市野会長と望月美佐さん（左下）実演
中の市野年成さん。（右下）市野・望月両氏を囲んだ小鼓会の面々

職 譲
蕊：
”ＩＦ

：
罰

；
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